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関
東
・
三
豊
市
ふ
る
さ
と
会
会
長
の
小
川
秀
興
さ
ん
（
順
天
堂
大
学
理
事
長
）

に
、
ふ
る
さ
と
へ
の
思
い
を
届
け
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
な
た
は
大
丈
夫
？
Ｄ
Ｖ・デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
）

と
は
・
・
・

　

配
偶
者
や
恋
人
な
ど
、
親
密
な
関
係
に
あ
る
、

ま
た
は
あ
っ
た
者
か
ら
の
身
体
的
暴
力
、
精
神

的
暴
力
、
性
的
暴
力
な
ど
を
い
い
ま
す
。
特
に
、

交
際
中
の
男
女
間
で
起
こ
る
Ｄ
Ｖ
を
「
デ
ー
ト

Ｄ
Ｖ
」
と
い
い
ま
す
。
Ｄ
Ｖ
は
、
憲
法
が
保
障

す
る
基
本
的
人
権
を
否

定
す
る
行
為
で
あ
り
、

法
律
（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
や

ス
ト
ー
カ
ー
規
制
法
）

な
ど
で
規
定
さ
れ
る
犯

罪
で
す
。

次
の
よ
う
な
経
験
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

・
交
友
関
係
を
細
か
く
監
視
さ
れ
る

・
メ
ー
ル
の
返
信
が
遅
い
と
怒
る

・
自
分
を
最
優
先
に
し
な
い
と
機
嫌
が
悪
い

Ｄ
Ｖ
・
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
予
防
の
た
め
に

一
．
決
し
て
暴
力
を
認
め
て
は
い
け
ま
せ
ん

一
．
嫌
な
こ
と
は
Ｎ
Ｏ
！
と
言
い
ま
し
ょ
う

一
．
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
ま
し
ょ
う

一
．
困
っ
た
と
き
、
悩
ん
だ
と
き
は
相
談
し

　
　

ま
し
ょ
う

　

Ｄ
Ｖ
の
相
談
窓
口
相
談
は
無
料
で
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
。

三
豊
市
ふ
る
さ
と
会
会
員
募
集

　

市
出
身
者
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
『
三
豊
市

ふ
る
さ
と
会
』
が
、
関
東
と
関
西
に
あ
り
、
会

員
数
は
、
関
東
は
約
１
９
０
人
、
関
西
は
約
２

3
０
人
で
す
。
主
な
活
動
と
し
て
は
、
年
１
回

の
総
会
の
他
、
交
流
会
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
会
員
に
は
、
広
報
紙
と
三
豊
市
の
耳

よ
り
情
報
を
毎
月
送
付
し
、
離
れ
て
暮
ら
し
て

い
て
も
三
豊
市
の
情
報
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

三
豊
市
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
、
知
り
合
い
の

人
の
参
加
も
大
歓
迎
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に
な

る
か
、
田
園
都
市
推
進
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

▲

問
い
合
わ
せ

　

田
園
都
市
推
進
課　

☎
73
・
３
０
１
１

　

い
き
い
き
と
し
た
老

後
の
生
活
を
営
む
上
で
、

車
の
運
転
は
重
要
な
手

段
で
す
。
し
か
し
、
新

聞
や
テ
レ
ビ
で
も
よ
く

報
道
さ
れ
る
よ
う
に
、

高
齢
運
転
者
に
よ
る
痛

ま
し
い
交
通
事
故
が
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

高
齢
運
転
者
の
主
な
事
故
原
因
は
、
安
全
不
確
認
や
前

方
へ
の
注
意
不
足
に
よ
る
発
見
の
遅
れ
、
相
手
の
動
静
へ

の
不
注
意
、
予
測
不
適
に
よ
る
判
断
の
誤
り
、
ブ
レ
ー
キ

や
ア
ク
セ
ル
操
作
の
不
適
切
な
ど
に
よ
る
操
作
上
の
誤
り

な
ど
で
す
。

　

有
効
期
限
の
残
っ
て
い
る
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
で
も
、

・
身
体
的
能
力
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
に
自
覚
が
あ
る
な

ど
運
転
に
不
安
が
あ
る
人

・
運
転
を
続
け
る
こ
と
で
自
ら
の
安
全
と
道
路
交
通
に
悪

影
響
を
与
え
る
と
い
う
不
安
が
あ
る
人

・
家
族
か
ら
運
転
が
心
配
と
言
わ
れ
た
人

　

右
記
に
該
当
す
る
人
は
、
悲
惨
な
交
通
事
故
の
当
事
者

と
な
る
前
に
運
転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
こ
と
を
検
討

し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
自
主
返
納
し
た
人
は
、
公

的
な
身
分
証
明
書
と
し
て
「
運
転
経
歴
証
明
書
」
を
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
と
も
に
、
優
遇
店
で
の
サ
ー
ビ
ス

や
三
豊
市
商
品
券
な
ど
の
記
念
品
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
自
主
返
納
の
手
続
き
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
三
豊

警
察
署
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

三
豊
警
察
署
交
通
課　

☎
72
・
0
1
1
0

No.53

目
指
せ
男
女
共
同
参
画
社
会

No.9

　爽やかな茶葉の香りに包まれながら、
急須からゆっくりとお茶を注ぐ幸せ。三
豊が誇る高瀬の一番茶の摘み取りが4月24
日から始まりました。昨年より1週間遅れ
ての新茶摘みとなりましたが、順調に育
った新芽は味・香り・色の三拍子が揃っ
た極上ものに。丁寧に淹れた高瀬茶でほ
っと一息。和みますよね～！

一番茶のシーズン到来！
極上の高瀬茶を味わう喜び

▲収穫初日はかすり
姿のお茶娘が新茶
摘み

▲ふる里まつりでは、
　高瀬茶業組合婦人部
の皆さんが一番茶を
PRしました

6
Vol.

み
と
よ
の

み
と
よ
の
旬
を

い
た
だ
き
ま

い
た
だ
き
ま
す！

～ふるさとへの思いと期待～
関東・三豊市ふるさと会会長　小川  秀興　

　関東・三豊市ふるさと会が発足して７年が経ちました。
　現在、ふるさと会の会員数は190名超となっています。ふるさ
と会会長として、ふるさとへの思いを少し語ってみたいと思います。
　私は高校卒業まで詫間町神田・松崎で過ごし、高校卒業後は総計
約８年間の海外生活を含め東京で大学人として医学の世界を中心に
過ごしてきました。
　ふるさとには昔気質なほうで、詫間と丸亀の墓参りに必ず１回、
仕事で１回と、年２回は帰省しています。ふるさとには世界に引け
を取らない素晴らしい観光資源があると帰るたびにその思いを強く
します。高松空港に降り立つときの眼下に広がる多島美を誇る瀬戸
内海、紫雲出山の桜、仁尾の遠浅の海、古代遺跡等、また、安心安
全の農作物・海産物が多いことも観光資源だと思います。
　ただ残念ながら、ふるさとにも近年人口が減少傾向にあると耳に
します。このことを耳にするたびに、素晴らしい景観を持ったふる
さとの環境を守りながら、観光資源を生かし、更に増生した街づく
りをして欲しいと願っています。例えば、交通インフラの整備の際
には、観光地に至るアクセスでも景観・自然環境保全を取り入れて
プロデュースして欲しいと思います。
　このような素晴らしい環境を守り、更に増やしながら、街づくり
の鍵を若者が担い、我々シニアが応援しながら益々ふるさとを活性
化していきたいものです。
　ふるさとを離れて半世紀になっても、その美しさを誇りに想い、美

しさの保全に思いを寄せながら、毎年帰るのを楽しみにしています。

▶問い合わせ　高瀬茶業組合　☎74－6011

一番茶のおいしい淹れ方

・お湯の温度は70℃以下
・茶葉は多めの茶さじ１杯半～２杯
・そしてじっくり１分蒸らすこと！

三
豊
へ
の
思
い
を
込
め
て

三
三豊
への

思い
を

込め
て

交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に

　

〜
高
齢
者
の
運
転
免
許
証
自
主
返
納
制
度
〜

▼
問
い
合
わ
せ

　

香
川
県
子
ど
も
女
性
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
・
８
３
５
・
３
２
１
１

　

香
川
県
警
察
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
８
７
・
８
３
１
・
０
１
１
０

　

香
川
県
性
的
暴
力
被
害
者
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
オ
リ
ー
ブ
か
が
わ
」

　

☎
０
８
７
・
８
0
2
・
5
5
6
6

　　
　
　
　

ま
る　
　
　
　
　

ま
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
じ
ゅ
う
ま
る

男
で
○
、
女
で
○
、
共
同
作
業
で
◎
。

　

６
月
23
日
（
金
）
〜
29
日
（
木
）
は

　
　
　
　
　
　

男
女
共
同
参
画
週
間
で
す

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、
学
校
で
、
地
域

で
、
家
庭
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
の
形
成
に

向
け
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
が
、
平
成

11
年
6
月
23
日
に
公
布
、
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

「
男
女
共

同
参
画
社
会

を
実
現
す
る

た
め
に
は
、

み
な
さ
ん
一

人
ひ
と
り
の

取
り
組
み
が

必
要
で
す
。

　

一
人
ひ
と
り
が
自
分
ら
し
く
輝
く
た
め
に
、

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
、
こ
の
機
会
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
問
い
合
わ
せ

　

田
園
都
市
推
進
課　

☎
73
・
３
０
１
１

」


